
問題発見と解決のデザイン －ナルセペダル開発プロセスと創発 

近畿大学 経営学部 商学科 廣田章光 

akhirota@bus.kindai.ac.jp 

■概要 

ナルセペダルはナルセ機工有限会社（熊本市）の鳴瀬正幸氏が開発した、乗用車のブレーキとアクセルのペダ

ルの踏み間違いを防ぐペダルである。このペダルは電子的な制御は一切無く機械的な構造だけで踏み間違い動作

を防止することが特徴である。既に市場導入され一部の乗用車に搭載され公道を走行しているイノベーションで

ある。自動車のペダルはオートマチック車の場合、アクセルとブレーキの 2つのペダルによって構成される。ナ

ルセペダルは 2つのペダルを一体にしたペダルであり、｢ワンペダル｣と呼ばれる。 

ナルセペダルは明確なゴールが決められ計画的に開発が進んだ訳ではない。開発者は自身の踏み間違い体験を

きっかけに、ほぼ 1人で｢踏み間違いをしないペダル｣という曖昧な問題に対して取り組む。鳴瀬氏は農業水産関

連機械の企業の経営者であり、機械設計、加工の技術を持つエンジニアである。しかし自動車関連機器開発の経

験はない。鳴瀬氏はユーザー中心の思考のもと、ユーザーとアクセル、ブレーキペダルとの関係を操作動作との

関係を含めた新たなデザインを生み出す。そのプロセスは、プロトタイプ（試作）の開発と検証の繰り返しであ

る。そして問題発見と解決を、同時的に創造するする試行錯誤行動を 1988年から約 20年間継続する。自動車製

品は社会に定着しした製品システムそして、相互の部品が関連し擦り合わせが重要（クラーク、藤本 1993、2009）

な特徴を持つ。本研究では、製品におけるイノベーションを生み出す上での試行錯誤プロセスを確認し、イノベ

ーションにおけるプロトタイプを効果について認知科学の知見を援用し考察をする。 

■本研究の目的 

（広義の）デザインには、問題発見と問題解決の二つのプロセスが必要である（Norman 2013）。一般的に問題

が発見されたあとに問題の解決が行われるように思われがちである。しかし問題の発見と解決が同時的に行われ

る場合が指摘されている（石井 1993、2009、Lester and Piore 2004、on Hippel and Von Krogh 2016）。しか

しその結合（Paring）に至るプロセスについて充分な議論がなされているとは言えない。本研究では解決可能な

レベルで問題が明かでない状況（安西 1985、鈴木 2016）で、問題発見とその解決を同時的に行うプロセスを、

「つくりながら修正し完成物を創造する」（Alexander 2013）、「実行と修正を繰り返し問題と解を探索する」

（Steinert and Leifer 2012）、「試行錯誤の中から無原則、偶然、その場限りに発生した手がかりの中から問題

を見出していく」（石井 1993、Lester and Piore2004）といった行動に注目し、問題発見と解決におけるプロト

タイプの役割について考察する。 

■考察枠組み 

顧客も気づいていないニーズを解決する製品を開発する場合には、開発者も解決すべき問題が定義されない状

況である。そして開発初期段階では、顧客の声を丹念に聞いても「根本的不確実性（radical uncertainty）」の

ため、成果の評価も、問題の分解や分類も難しく、解決すべき問題を明確に定めることは難しい（Lester and 

Piore 2004）。しかしこのような状況でも、開発者は解決すべき問題を解決可能な形で表象する（理解する）こ

とが必要となる（安西 1985、鈴木 2016）。そして問題をどのように理解するかによって、開発成果に大きな影

響を与える（Lester and Piore 2004）。そのような中、行動を通じて問題の手がかりを得ながら解決を見出し

ていくためには「対話」というプロセスが重要である（石井 1993、2009、Lester and Piore2004、鈴木 2016）。

この対話に注目し、ナルセペダルの開発プロセスを対象に認知科学における投射と表象の視点から考察をする。 

■結論 

本研究では、ニーズ・ソリューション・ペアズ（Von Hippel and Von Krogh 2016）の結合（Paring）における

投射促進媒体としてのプロトタイプの役割を示し、問題発見と解決の同時性における対話との関係を示した。 

(本研究は、平成 29 年度 科学研究費助成金（挑戦的萌芽研究 「デザイン・ドリブン型開発におけるプロトタイピングと価値

創造に関する研究」（課題番号 16K13392）の成果の一部である） 
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